
平成３０年度 第１１回

青梅市教育委員会定例会会議録

日 時  平成３１年２月１日（金）午前１０時

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第１１回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３１年２月１日（金） １日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 教育長閉議および閉会宣言

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 議会報告（教育部）

２ 平成３０年度東京都児童・生徒の学力向上を図るための調査の結果について（教育指導

担当）

３ 平成３０年度サタデークラスのアンケート結果について（教育指導担当）

４ 根ヶ布調理場休止に伴う藤橋調理場への学校給食調理作業の一本化等について（学校給

食センター）

５ 第六次青梅市生涯学習推進計画について（社会教育課）

６ 成人式の実施結果について（社会教育課）

７ 諸報告

(１) 委員会等会議録 

ア 青梅市社会教育委員会議会議録（社会教育課） 

(２) 事業等の実施予定について

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課）

（３）事業等の実施結果について

ア 長期欠席児童・生徒の状況（１２月）について（教育指導担当）

イ 平成３０年度スタディ・アシスト事業の実施状況について（教育指導担当）

ウ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

  協議事項（再掲）

１ 青梅市教育委員会処務規則の一部改正について（教育総務課） 

２ 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について（教育総務課） 

３ 青梅市教育委員会児童・生徒表彰基準（案）について（教育総務課） 

４ 青梅市科学センター事業について（学務課） 

５ 青梅市いじめの防止に関する条例の一部を改正する条例について（教育指導担当） 

６ 青梅市立学校給食センター条例施行規則の一部改正について（学校給食センター） 
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７ 青梅市学校給食配膳員勤務要綱の一部改正について（学校給食センター） 

８ 学校給食費の公会計化に関する諮問について（学校給食センター） 

９ 青梅市文化交流センター条例の施行期日を定める規則について（社会教育課） 

１０ 青梅市文化交流センター生涯学習コーディネーター・プロデューサー設置要綱の制定

について（社会教育課） 

１１ 青梅市文化交流センター運営協議会設置要綱の制定について（社会教育課） 

１２ 青梅市文化交流センター運営協議会公募委員募集要領の制定について（社会教育課） 

１３ 公共ホール等使用料助成金交付要綱の一部改正について（社会教育課） 

１４ 第四次青梅市子ども読書活動推進計画について（社会教育課） 

出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 )   岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂     

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満     

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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【教育長（岡田）】 開会前ではありますが、部長から霞台中学校の小火について報告させてい

ただきます。

【教育部長（渡辺）】 おはようございます。先日、霞台中学校であった火災につきまして、会

議の前でございますが、報告をさせていただきます。

去る１月２９日午後８時５０分頃でございますが、霞台中学校の屋内運動場にございます水

銀灯の安定器から煙が発生いたしました。当日、学校開放事業で利用しておられました市民の

方がこれを発見いたしまして、直ちに屋内運動場にありました消火器によりまして初期消火を

実施し、煙はおさまりました。その後、機械警備の会社の方が１１９番通報して、消防車が霞

台中学校に到着した際には初期消火によりおおむね煙はなく、消火は完了したところでござい

ます。

被害の状況といたしましては、先ほど申し上げました水銀灯の安定器、照明をつけるための

安定器でございますが、そこの配線が若干損傷した状況でございます。現在、出火の原因につ

きましては、青梅消防署がその部品を外しまして、それを持ち帰りまして調査をしている段階

でございます。

翌日の３０日に我々も体育館の施設課の方と行きまして、消防署と一緒に現場検証をしまし

て、安定器などを外しまして確認したところ、一部の安定器が中が真っ黒に焦げている状況で

ございました。同じようなものをあわせて外してみたのですが、別の箇所にある安定器は特に

損傷もなく、明らかにこの機器が焦げたなという状況でございました。その安定器の製造年月

日が２００６年で、１３年前のものでございます。そういう状況で、現在消防署の方では調査

をしている段階でございます。

その後、消防署からの指導で、全２６校の小中学校の水銀灯の安定器を調査してくださいと。

もし不具合があるようなものが確認される場合には、計画的にそれを改修してくださいという

指導がございましたので、その指導にしたがいまして、教育委員会として対応してまいりたい

と考えておるところでございます。

開放団体の方が早期発見して消火していただいたものですから、それにつきましての対応を

検討しております。現在体育館の使用についてでございますが、２９日と翌３０日は現場検証

等がございまして体育館の使用ができない状況になっておりましたが、現在は体育館を使用し、

開放団体の方にも、外していない安定器は通常どおり作動しておりますので、一部水銀灯がつ

かない部分もございますが、開放しているという状況でございます。

霞台中学校の水銀灯修繕につきましては、今年度中に、修繕の方法として、水銀灯を今度は

ＬＥＤにするかどうか、そういった方法もございますので、それを検討して修繕するというよ

うな状況でございます。

ご報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 とりあえずということで、正式に決まりましたら、次回以降の教育委員会

で報告させていただきたいと思います。
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午前９時５７分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので本会議

は成立いたしました。

これより、平成３０年度第１１回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、榎本委員を指名いたします。

【委員（榎本）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、第８回定例会および第９回定例会の会議録が机上に配付されており

ますので、次回までにご覧いただきまして、次回の定例会でご承認をいただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。

まず初めに、委員の皆様から報告を頂戴したいところでありますが、本日は案件も多く、ま

た午後に小学校教育研究発表会がございますので、時間がありましたら最後にお伺いしたいと

思いますので、ご了承いただきますようお願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１ 議会報告 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。

初めに、教育長報告事項１、議会報告を説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは、報告事項１、議会報告をさせていただきます。お手元の報告

資料１でございます。

平成３０年青梅市議会定例会１２月定例議会報告にもとづきましてご報告申し上げます。

まず１ページをご覧願います。会期は平成３０年１２月３日から１２月１８日までの１６日

間で、本会議は１２月３日、４日、５日および１８日の４日間の日程で行われました。

議案審議につきましては、市長提出議案が３８件、議員提出議案が１件で、括弧内に記載の

とおり可決および同意がされております。

陳情につきましては４件でありますが、取り下げが１件ございますので、３件について括弧

内に記載のとおり、採択、趣旨採択、不採択となっております。

また、要望書が６件、参考配付されております。

次に、一般質問について報告させていただきます。一般質問は１２月３日、４日、５日の３

日間行われ、教育委員会関係につきましては８人の議員から質問があり、教育長からそれぞれ

答弁をいたしました。
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初めに、湖城議員から、「市内の学校体育館等の冷暖房設備について」と題し、４回６項目の

質問があり、１ページ中段から４ページ上段に記載のとおり答弁をしております。

次に、結城議員から、「公共施設建設建てかえ等に伴う利用者の代替措置について」と題し、

２回３項目の質問があり、４ページ上段から下段に記載のとおり答弁しております。

次に、阿部議員から、「中学校の部活動指導員制度の普及と現状について」と題し、４回４項

目の質問があり、４ページ下段から７ページ中段に記載のとおり答弁をしております。

次に、ひだ議員から、「小中学生が自ら考え、発言していく力を育てよう」と題し、４回５項

目の質問があり、７ページ中段から９ページ中段に記載のとおり答弁をしております。

次に、田中議員から、「養護教諭の複数配置を拡大し、保健室での子どもの支援強化を」と題

し、３回１２項目の質問があり、９ページ中段から１２ページ下段に記載のとおり答弁をして

おります。

次に、片谷議員から、「文化振興について」と題し、２回４項目の質問があり、１２ページ下

段から１３ページ中段に記載のとおり答弁をしております。

次に、鴻井議員から、「青梅市立美術館、郷土博物館の経営改革を」と題し、４回１２項目の

質問があり、１３ページ中段から１８ページ下段に記載のとおり答弁をしております。

また、同じく鴻井議員からは、「就学指定校の変更要件の見直しについて」と題し、３回７項

目の質問があり、１８ページ下段から２０ページ下段に記載のとおり答弁をしております。

以上で、一般質問についてのご報告とさせていただきます。

続きまして、常任委員会および市議会全員協議会の内容につきまして、各担当課長からご報

告をさせていただきます。

【社会教育課長（塚本）】 続きまして、２０ページから、１２月１０日開催の総務企画委員会

の社会教育課関係の事項についてご報告いたします。

「議案第６１号 青梅市新生涯学習施設（仮称）新築工事にかかる契約の変更」「議案第６２

号 青梅市新生涯学習施設（仮称）新築電気設備工事にかかる契約の変更」「議案第６３号 青

梅市新生涯学習施設（仮称）新築機械設備工事にかかる契約の変更」について報告を行い、下

田委員以下４人からご質問がありました。

下田委員からは施設の仕様の変更の決定について、山田委員からは備品選定についての３項

目、藤野委員からは多目的ホールの椅子についてなど４項目、工藤委員からは電子黒板につい

てなど２項目の質問がありました。答弁の内容につきましては記載のとおりでございます。

【指導室長（中嶋）】 続きまして、福祉文教委員会、１２月１１日に所管事務調査として開催

されました。

「いじめ問題対策委員会調査部会報告について」と題しまして、青梅市いじめ防止基本方針

に定めました重大事態への対応、議会にご報告するという内容について報告しましたところ、

これは方針だけではなく条例にも盛り込むべきではないかということで、２２ページから２３

ページ下段にわたりまして質疑を受けたところでございます。
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また、いじめに関して、生徒とふれ合う時間を多くとったり、それから教員の中で情報共有

をすべきではないかというご意見をいただきまして、そういったことに関しては今後、校務支

援システムを介して情報共有していったりするということで答弁しております。

また、保護者もいじめを学ぶべきであるとか、警察や弁護士等の外部機関の活用、それから

ＳＮＳによる相談等もやるべきではないかというご意見をいただいたところでございます。

【社会教育課長（塚本）】 続きまして、１２月１１日および１８日開催の福祉文教委員会の社

会教育課報告関係の事項について報告いたします。

まず、「青梅市新生涯学習施設（仮称）新築工事ほか２件の契約変更について」報告を行い、

結城委員から音響関係の要望に対する対応についてなど２項目の質問がありました。

次に、「青梅市文化交流センター活動室什器購入契約について」報告を行い、山崎委員から多

目的ホールの椅子についてなど２項目の質問がありました。

２６ページにいきまして、次に「青梅市文化交流センター条例施行規則について」報告を行

い、みねざき委員以下４人から質問がありました。みねざき委員からはピアノの使用料につい

て、結城委員からは無料とした経緯についてなど２項目、片谷委員からはバンドセットについ

てなど４項目、湖城委員からは貸出ロッカーについてなど３項目の質問がありました。

次に、２８ページ、「ネーミングライツについて」の報告を行い、島崎委員以下５人から質問

がありました。島崎委員からはトップセールスについてなど２項目、山崎委員からは今後の協

定締結に向けての進め方、みねざき委員からは施設の正式名称について、片谷委員からは愛称

について、阿部委員からはキャラクターの扱いの要望についてなど２項目の質問がありました。

続きまして、２９ページ、「カフェコーナー事業者募集について」報告を行い、片谷委員以下

３人から質問がありました。片谷委員からは使用料の算定根拠について、山崎委員からは他の

施設の使用料との整合性について、湖城委員からは営業時間についてなど３項目の質問があり

ました。

答弁の内容につきましては、記載のとおりでございます。

【文化課長（北村）】 続きまして、１２月１２日開催の予算決算委員会の文化課関係につきま

して報告させていただきます。

２９ページから３０ページをご覧ください。大勢待委員から発掘調査委託の実施期間につい

て１項目のご質問をいただきました。答弁の内容は記載のとおりでございます。

【社会教育課長（塚本）】 続きまして、１２月１２日開催の市議会全員協議会の社会教育課報

告関係の事項についてご報告いたします。

市長提出事項として、「青梅市文化交流センターネーミングライツ・パートナーについて」報

告を行い、藤野委員から金額確定の経緯についてなど２項目の質問がありました。答弁の内容

につきましては記載のとおりでございます。

【指導室長（中嶋）】 福祉文教委員会１２月１８日開催の所管事務調査についてご報告いたし

ます。
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「いじめ問題対策委員会調査部会報告について」と題しまして、条例改正に向けた内容につ

いてご報告いたしました。内容については記載のとおりでございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（大野）】 新生涯学習施設のネーミングライツの件で、愛称を「ネッツたまぐーセンタ

ー」という話がありました。この「たまぐーセンター」というのはどういう意味なんですか。

【社会教育課長（塚本）】 「たまぐー」は、ネッツトヨタ多摩のマスコットキャラクターにな

ります。ハムスターをモチーフとしたキャラクターであります。

【委員（大野）】 わかりました。

【社会教育課長（塚本）】 名称として、多摩をグッドにする「たまぐー」という意味が込めら

れているところであります。

【委員（大野）】 もう一点よろしいですか。

指定校変更の新しい要綱で出た申請書の数が、この時点で新小学１年生生が１６人で、新中

学１年生が７人であると。で、どうでしょうか、教育委員会の方で、大規模校になっている学

校から少しでも余裕のある学校に行く希望の方がいらっしゃったらというようなことが主な趣

旨だったかと思いますけれども、そういう意味でこの１６人と７人というのは、本来どこの学

区域になっている子がどこの学校に申請を出したものなんでしょうか。内訳がわかりましたら

教えていただけますか。

【学務課長（石川）】 細かい内訳を手元には持っておりませんけれども、若草小学校から河辺

小学校とか、河辺小学校区、霞台小学校区、若草小学校とか、そういったところで移動の届け

はいただいております。改めまして、細かい内訳についてはお示ししたいと思います。

【教育長（岡田）】 では後ほど、現時点での一覧を係に指示して用意してもらいます。

ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成３０年度東京都児童・生徒の学力向上を図るための調査の結果について（教育指導担

当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項２、平成３０年度東京都児童・生徒の学力向上を図

るための調査の結果について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、報告資料２をご覧ください。東京都で実施しました

「学力向上を図るための調査」の結果でございます。報告資料２－１が小学校の結果、２－２

が中学校の結果となっております。

調査日は平成３０年７月５日、調査対象学年は小学校５年生と中学校２年生で、学習指導要

領に関する内容と、読み解く力に関する内容についての調査となっております。

初めに、小学校の結果をご覧ください。

左端に教科名を示しており、表全体の左半分が学習指導要領に関する内容について、各教科
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の観点ごとの正答率、表全体の右半分が各教科の読み解く力ごとの正答率を示しております。

読み解く力は、教科ごとに「必要な情報を正確に取り出す力」「比較・関連付けて読み取る力」

「意図や背景、理由を理解・解釈・推論して解決する力」で示しております。

棒グラフは、白が東京都、黒が青梅市でございます。各教科の合計は網かけの部分に示して

おります。

初めに、左側をご覧ください。４教科とも「関心・意欲・態度」を見る問題は８割から９割

程度の正答率と高く、東京都との差も３ポイント程度です。東京都との正答率の差が大きいの

は、４教科とも「知識・理解」で、８ポイントから１３ポイントの差があります。ほかに正答

率が低かった観点は、国語の「書く能力」、算数の「数学的な考え方」でした。

続きまして、右側をご覧ください。「読み解く力ごとの正答率」を見ますと、４教科ともに正

答率が低いのは、「必要な情報を正確に取り出す力」と「比較・関連付けて読み取る力」でござ

います。

続きまして、中学校の資料をご覧ください。

初めに、左半分をご覧ください。「関心・意欲・態度」を見る問題は、国語と社会が９割を超

える正答率と高く、数学、理科、英語に関しても７割から８割程度の正答率で、東京都との差

も１ポイントから５ポイント程度であります。数学の「数学的な見方や考え方」、英語の「外国

語表現の能力」と「言語や文化についての知識・理解」が低くなってございます。

続きまして、表の右側をご覧ください。「読み解く力ごとの正答率」を見ますと、小学校と同

様に「必要な情報を正確に取り出す力」と「比較・関連付けて読み取る力」の正答率が低くな

っておりました。

この調査の結果につきましては、学力向上推進委員会で教科ごとに分析を行い、授業改善の

ポイントを加え、今年度もそれを報告書としてまとめ、次年度の学力向上策に生かしてまいり

ます。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 

【委員（大野）】 この結果を受けて、学力向上推進委員会でそれを報告書にまとめて次年度に

生かすということですが、その報告書というのはいつごろ出て、それをどのように次年度に各

学校で生かすようにしているのでしょうか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 こちらの報告書に関しましては、今年度末には作成をしまして、

次年度の第１回学力向上推進委員会において各委員に配付をしまして、青梅市の傾向ですとか、

また苦手なところ等を改善するようなテーマを協議しまして、そのテーマにもとづいて年間の

学力向上推進委員会において、授業の実践等を行いながら授業改善に取り組んでいくことにな

ってございます。

【委員（大野）】 つまり、その推進委員会の中で、分析結果などがまた使われて改善に用いら
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れるということですけれども、すべての先生たちにその報告がきちんと行き渡って、各学校で

その報告書の内容について真摯に受けとめて、自分の学校は、こういうふうなことで分析結果

があるからこういう方向でいこうじゃないかと、そういう取り組みにならないと、推進委員の

一部の人たちが各学校に知らせるとなっているけれども、しかしその中で検討が行われるだけ

で、全体の動きにはなかなかなり切れないんじゃないかなという心配を私はします。つまり、

せっかくやっていることが全校の授業改善に本当に役立っているのかと。やはり当然生かさな

いといけないわけでね。そこのあたり、取りまとめられた報告書を全部の学校でどのように受

けとめて、自分の学校ではどのように改善していくのか、そういうことも学校の方できちんと

検討してもらえるような、そういう指示というか、依頼というか、していったらどうかなと思

いますけど、いかがですか。

【教育長（岡田）】 報告書はどのくらいつくって、第１回目をいつやるか、そこも説明しても

らえますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 報告書は今まとめをしている段階でございまして、年度末に完

成する予定となっております。次年度第１回の推進委員会につきましては、年間６回程度行っ

ておりますので、年度当初の早い時期に開催する予定になっております。

今、観点ごとにお話しさせていただいたのですけれど、細かく見ていきますと、先ほどちょ

っと申し上げましたように、今回「知識・理解」のところで結構差のついているところがござ

います。その内容を見ますと、例えば小学校国語ですと、「電池」という漢字を書けていない子

がかなり多くて、「電池」に限っては東京都との差が２０ポイント近くあるような段階です。あ

と社会科ですと、都道府県名が白地図の中のどこにあるのかを答える問題ですとか、本当に基

礎的なところの点が取れてない状況がございました。そういったところを細かく見ていきます

と、実際授業をするときに、学校で授業のときには覚えていても、それの繰り返しがないと忘

れてしまっているというような状況もありますので、その辺を改善するような取り組み等を行

うという形。一回問題を細かく分析すると課題も明確になってくると思いますので、今委員も

おっしゃったように、そういったところを細かく推進委員会でも取り上げたいと思います。ま

た各学校でも授業改善推進プランは作成しておりますので、そういったところにも形式的なも

のにならないように、具体的な改善策を出していくように指導していきたいと思います。

【委員（大野）】 そうしていただきたいと思います。推進委員は、各学校で熱心にやっている

ようですが、そこだけで終わらないように、校長会などできちっとこれを受けとめて、各学校

で授業改善のプランをしっかり練ってほしいということを、ぜひ４月の校長会の初めにでも、

その報告書を使いながら指導室の方からお話しできるようにしてもらうといいんじゃないかな

と思います。よろしくお願いします。

【委員（稲葉）】 推進委員会がお話をして、授業改善というか、頑張ってくださいと提案しま

す。そうすると、学校で取り上げたら、現場の中学校だったら各教科ごとの先生、小学校だっ

たら各学年団の先生方が、それをもとにどう改善していくかきちっとミーティングして、そし
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てこの学年はこれを改善していくというふうな形の方針を持っていって、最終的には推進委員

会にこの小学校あるいは中学校はこんなふうにして改善しますとして、その結果どうなったか

という報告書はいっているのでしょうか。ただやりなさいだけじゃなくて、努力した結果の報

告は、推進委員会にいっているかどうか、ちょっとわからないんです。

【教育指導担当主幹（拝原）】 推進委員会でなかなかそこまでの時間はとれていないんですけ

れども、各学校で授業改善推進プランを作成しまして、それについてこの学力調査の結果を踏

まえた上で、その検証等は各学校ごとに行っております。

【委員（稲葉）】 でも、その報告は推進委員会にきちっといかないと…。こんなふうに改善し

たからよくなったんだねという結果を見ないで、推進委員会がこうした方がいい、ああした方

がいいと言っても、それは書類上の言葉の伝達だけで、実際の中身で先生方がその推進委員会

の方針を受けてどう動いて、その結果がどう出たか。推進委員会は点数だけではなくて、点数

が低くてもやっぱり努力している学校は努力していると思うので、そこをちゃんと見て次の方

針というのも考えないと、何となく言いっぱなしみたいな感じで私は受けているんですけど。

先生方のまとめるそのひと作業はあると思うんですけど、やっぱり教科単位で話し合う。中

学校だったら、例えば数学だったら数学で、１年だけではなくて１年から３年までの数学の教

科担任が年間を通しての方針、それから小学校だったら各学年団でどうその４教科を先生方が

バックアップしていくかという具体的なところを話し合うこと自体が大事なんじゃないかなと

思うし、その結果を出していかないといけないんじゃないかなと思うんです。今、国では統計

が何とかかんとか問題になっていますけれども、その辺のところ、数値だけではなくて中身が

どう動いているかの問題かなと思うんです。

【教育長（岡田）】 学力推進委員会の報告書も、委員さんの方は分析した結果の報告書を取り

まとめた段階で、一つのフィニッシュかもしれないけど、有効活用についてそれを具体的に各

学校でどういうポイントをとらえてどんなことをやったかという実践事例などをまたフィード

バックというか、学力推進委員会に戻すような仕組みも次年度構築するよう、引き継ぎのほど

よろしくお願いしたいと思います。そういう方向でよろしいですね。

【委員（稲葉）】 そうです、そうです。

【委員（大野）】 例えば、すべての小中学校の先生は、この調査の問題を読み、そしてそれぞ

れの学校の正答率についてきちんと見ているんでしょうか。つまり、見てもらえるところから

始めないといけないかなと。見てないんじゃないかなと思うんです。この問題がどういう問題

であるかというのを、一部の推進委員の先生が見て分析したりするだけでは、学校全体の動き

にならないと思うんですよね。ですから、この東京都の問題をまず全部の先生にきちんと読ん

でもらって、それについて自分の学校はどのくらいの正答率でどういう間違いが多かったのか

ということについて意見交換していく中で、自分の学校はこういう点を特に力を入れていった

らどうかなというアイデアが出てくると思うんですよ。ですから、推進委員会の中の検討だけ

でなくて、推進委員会の検討結果なども示しながら、全部の先生たちにこの問題を読んでもら
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って検討してもらったらどうかなと思うんです。そういうことをしないともったいない。結局

推進委員の人たちだけの問題意識で終わっている可能性はないだろうかということをちょっと

懸念します。

【教育長（岡田）】 これは各学校で採点しているから、担任の先生はどの子がどこがあってい

たか、間違っていたか、全部把握しているという前提で進んでいるわけですよね。

【指導室長（中嶋）】 ご意見ありがとうございます。この学力向上を図るための調査について

は、各校ごとに採点を行っていまして、その分析をして、先ほど主幹からありましたように、

授業改善推進プランに生かしていくということになっています。この授業改善推進プランにつ

いては、各学年、または教科ごとにつくっていますので、それぞれの分担された担当が、学校

の中でも分析しています。ですので、確かに全教員が全部の問題を見るかどうかというのは、

なかなか難しいところはあると思いますけれど、少なくとも自分の学年や自分の教科が分担さ

れたところは、そこを見て、今年度の授業改善に生かしていくというような形をとっています。

それが一つ大きな流れです。

もう一つ、この推進委員会というのはあくまでも青梅全体の傾向の中でどういったことが有

効なのかという授業改善の計画を立てています。ですので、その計画が必ずしもどの学校にも

応用できるかというと、そうではありません。学校によって特徴がありますので、学校ごとに

それはやっております。

ただ、その中でも、青梅全体としてはこうですよということを推進委員が各校に広めて、自

分の学校でやっていない方法がもしあれば、今度はそれを試してみようかなとか、そういった

方向に生かしていくということになりますので、全校の課題をここに集約して、ここが分析す

るという組織ではないので、残念ながら先ほどのお話の中の、これを全部集めて何か分析する

というところまでの機能は、今のところ持たせてはいないところです。今後、もしそういう機

関が必要であるということになればつくらざるを得ないのかもしれないですが、膨大な量にな

ってしまって、それを集約するのはなかなか難しい現状があります。

【委員（大野）】 お話わかりました。前、いつだったかの教育委員会のときに、青梅スタイル

みたいなものもつくっていったらどうかというふうな私の意見に対して、この学力向上の委員

会などで青梅全体の学校での取り組みなどについてもまた検討していくというふうなお話もあ

ったわけです。今のお話を伺いますと、そういう機能ではないんですね。ですから、やはり前

からお話ししているような本当に青梅がみんな揃って、例えば「知識・理解」のところが低い

わけですので、それについてどうすると。学校ごとの特徴はあるけれども、青梅市全体として

これだけは揃えて宿題の出し方はこうしようよとか、ノートのとらせ方はこうさせようとか、

そういうものについて青梅の特徴ということでやっていきましょうと。そういう青梅スタイル

を検討するような委員会を立ち上げるなりして検討しないと、青梅全体の足並みを揃えてこれ

だけで頑張ろうというようなものは生まれてこないんじゃないかと思うんです。そういう意味

で、来年度以降、青梅で共通した、足並みを揃えてこれだけはやっていこうというようなもの
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を検討するような組織なり、今ある組織の内容を変えるなり、ご検討をまた願いたいと思いま

す。

【教育長（岡田）】 ただいまの市全体の底上げを図る組織について、校長会とも協議しながら、

どういう形の組織がいいのか、ちょっと検討していきたいと思います。事務局の方で検討させ

てもらいます。

ほかにご意見、ご感想いかがでしょうか。

【委員（手塚）】 素人目線でいくと、あとクラスで１割の子が答えられていたら東京都の平均

までいくので、クラスの先生が自分のクラス３０人だったら３人できなかった子がわかるよう

になってくれていたらというふうに思っていただくと、割と現場の先生の感覚としてわかりや

すいのかなと思ったりしました。

それから、拝原先生がさっきおっしゃったように、青梅の子どもたちの弱いところが数字に

出てきている中で、普通に小学生の親としてやってきたときに、受験を考えていないで普通に

過ごしていると、段階的にどんどん上に重ねていくことはするんですが、前に戻るということ

はなかなかカリキュラムではなくて、受験をさせようと思って初めて、中学受験をされている

方たちのカリキュラムを見ると、スパイラルのように戻ってやるということを繰り返しやって

いる。私、子ども２人どちらも経験しているので。その辺が、青梅のお子さんは公立にそのま

ま進む方が割合的に多いというところで、どうしても弱くなるのが、戻って繰り返していくと

いうのがないところで知識が身につかなかったりして、どうしても都心のお子さんたちと比べ

ると弱くなってしまうのかなということを感じています。

それで、青梅スタンダードというところからいくと、青梅の子たちに何が足りないのかとい

うことが顕著になってきているので、先生方にも東京都というか国全体のカリキュラムがある

中で大変かとは思うんですが、青梅の子たちに欠けている部分、力を入れてあげなきゃいけな

い部分という意味では、戻って繰り返すことが大切かなと。ほかでもいろいろ工夫してくださ

っていると思うんですけれども、その辺なのかなということを、数字的に見ても改めて感じま

した。

感想です。

【指導室長（中嶋）】 ご意見ありがとうございます。青梅スタイルと銘打ってはないんですけ

れど、青梅の本当に弱いところで家庭学習がありまして、これに関しては全校に呼びかけて、

多くの中学校区域で小中一緒の時期に、中学校の定期考査の時期になるんですけれど、１週間

から２週間程度、家庭学習強化週間というのをつくって行っています。ですので、もちろん授

業スタイルというのとは違うんですけれど、青梅の弱いところ、家庭学習、これは大きく言わ

れているところですので、そういった取り組みは進めているところであります。

【委員（榎本）】 これは東京都からの依頼の調査だと思うんですけれど、その結果について東

京都から何かフィードバックみたいなものはあるのかということと、これは毎年必ずやってい

るものなんでしょうか。
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【教育指導担当主幹（拝原）】 東京都の方からは、このような冊子が報告書として毎年届いて

おります。この調査は毎年実施しているものでございまして、この冊子の中には各教科ごとに、

傾向ですとか、授業改善の視点ですとか、そういったものが記載されております。それを見ま

すと、授業改善のかなりの資料になります。ただこれを学校に、先ほど稲葉委員のお話にもあ

ったんですけれども、見てくださいねといってもなかなか見ることがないので、ポイントを絞

ってこちらから情報提供することによって有効活用につなげていきたいと考えております。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 平成３０年度サタデークラスのアンケート結果について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、平成３０年度サタデークラスのアンケート結果

について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 続きまして、報告資料３をご覧ください。平成３０年度サタデ

ークラスのアンケート結果でございます。

青梅サタデースクールを受け継いで、本年度から株式会社トライグループに委託して実施し

ている事業でございます。アンケートの実施時期は初回の６月と８月末にトライグループが実

施しております。

１枚目の質問１と２、裏面の３につきましては、学校の授業についてであります。おおむね

学校の勉強は「楽しい」、国語や算数の授業は「よくわかる・だいたいわかる」と回答した児童・

生徒が多くなっております。また、６月と８月では、「楽しい」「よくわかる」など肯定的な回

答をした児童・生徒が若干増加しております。

続きまして、２枚目の資料をご覧ください。こちらはサタデークラスに関する内容で、８月

に実施したものであります。

質問１では、サタデークラスが学校の授業に役立っていると肯定的に回答した児童・生徒が

約９割でございます。質問２では、家庭学習の時間が「とても増えた」または「増えた」と回

答した児童・生徒が３割程度でございました。質問３では、今後のサタデークラスへの参加に

ついて、参加したいと肯定的に回答した児童・生徒が約９割という結果でありました。

この結果を受け、次年度はサタデークラスの実施回数を今年度の１０回から２０回に増加さ

せて実施する予定でございます。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 ８月にとってくださったアンケートで、サタデークラス、８８．７％のお子

さんが学校の授業に役立っていると「思う」「とても思う」と答えてくださっているので、ぜひ

来年の募集のときには、この数字を前面に出して、受けた子のこれだけが学校の授業に役立っ

ていると言ってるよとコマーシャルしていただいて、抽選になるぐらい人が来たっていいはず
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なのになといつも思っていますので、やっていただきたいなと。

それから、１枚目のアンケートで、「算数の授業はわかりやすいですか」で、８割、９割の子

が、学校の授業が「わかる」「わかりやすい」と答えていて、それがさっきの点数につながって

いないのかと思うと、やっぱり何か考えなきゃいけないんだなというのは、こちらのアンケー

トからも思わせていただきました。ありがとうございます。

【委員（榎本）】 感想なんですけど、「家で勉強する時間は増えましたか」という質問で、「分

からない」が６４．２％だったということで増えていないんだなという気がするんですけど、

そこのところをどうにかするというのが、今後の課題なのかなと感じました。

【委員（大野）】 サタデークラス、何回か私も見にいったんですけども、前年度と比べて、こ

のサタデークラスになりましてから、出席率がずいぶんよくなりました。どうでしょう、「トラ

イ」の方からお話を聞いたりした印象でいいんですけれども、やはり途中でやめないで継続す

る子が増えた、そのみそというか、秘訣というか、こういう点が特によかったんじゃないかと

か、そういうのがあるんでしょうか。つまり、「トライ」のノウハウになるのかもしれない、よ

くわかりませんが。そんなことで何かお感じになることありますか。

【教育指導担当主幹（拝原）】 やっぱりこういう学習の大手の業者はノウハウをすごく生かし

ているなというのは感じております。このアンケート等に関しましても、以前はこちらの方で

実施していたものなんですけれども、今度は業者の方で行っていただいて、それをフィードバ

ックしてくれたりしています。今回１０回しかなかったので、正直これだけ子どもたちがいい

回答をしてくれたというのは嬉しいなというふうに感じています。特に今回６月と８月という

ことで、本当だったら１月ぐらいにもう一回行うんですけれども、そういった期間の中でも子

どもたちはこのように実効性を感じてくれているということなので、来年は２０回に増やす計

画ですので、そこでさらに効果的なところが出るかなと思っています。

また、教材等に関しましても、去年までは我々指導室の方で準備していたんですが、学習塾、

個別の指導を得意としている業者だと思うんですけれども、そういったところのノウハウでそ

れぞれの子どもたちに合った勉強ができているのかなというふうに感じております。

【指導室長（中嶋）】 今ありましたように、個に応じてということで、スタートの時点でどれ

くらいドリルができるかできないかというテストなんかもしていますから、それに向けてとい

うことと、あと去年までは個人情報を、介在している講師の先生方には教えられないという形

でいたんですけれど、今回は「トライ」の方で全部持っていますので、来ない子に関してのア

プローチだったり、そういったこともしていますので、ちょっとそのあたりが違うのかなと思

っています。

【教育長（岡田）】 私も初回、各会場を見て回ったんですが、最初に模擬テスト的なことをや

って、一人一人の子どもの傾向を分析した上で、その子に合った教材を揃えているというとこ

ろが、従来とは違うところかなというのが一つ印象に残っております。

【委員（稲葉）】 確実に提供するドリルが違っているというのが大きいかなと思います。昨年
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度までのところで担当させていただいたとき、本当に提供する側も使いにくくて、子どもも何

っていう感じで一生懸命やっているという感じなので。ですから、個々に合った教材でという

ところで対応してくださっているので、子どもたちも納得するし、親も納得する。それから何

よりも、生徒たちの個人情報をきちんと教える方が持っているというのは強みだと思うんです。

前は全然それがなくて、お休みですよということも全員に周知できなくて、ひょっとしたらと

思って行ったら、案の定一人来ていて、その子は電話番号を覚えていなかったので、終わるま

でずっと付き添っていたということがありました。そういうことがなくて、個人情報も連絡も

スムーズにとり、それから個々に合った教材があるので、その辺のところはすごくよかったな

と思います。

だから、個々の力に合って、そしてなおかつそれを伸ばしていくというところは、手塚さん

もおっしゃったように、今度全面的にＰＲして、子どもたちもいっぱい来年度から参加できる

ように、親にもっともっとアピールしていければいいかなと思っています。

【教育長（岡田）】 児童・生徒はあれですけど、保護者向けにね。今年の成果も踏まえて、多

くの方が応募されるように工夫をしていただきたいと思います。

ほかにはよろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 根ヶ布調理場休止に伴う藤橋調理場への学校給食調理作業の一本化等について（学校

給食センター） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、根ヶ布調理場休止に伴う藤橋調理場への学校給

食調理作業の一本化等について、を説明いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、学校給食センターから、根ヶ布調理場休止に伴

う藤橋調理場への学校給食調理作業の一本化等について、３点ご報告いたします。

本日お配りいたしました報告資料４をご覧ください。

まず、１、根ヶ布調理場休止に伴う藤橋調理場への学校給食調理作業の一本化であります。

老朽化の著しい根ヶ布調理場での学校給食調理を平成３１年の１学期の終了をもって休止し、

夏季休業期間中に藤橋調理場の整備を行った上で、２学期から第二小学校を除く全ての学校給

食調理を藤橋調理場で行います。

下の表は、大まかなスケジュールとなりますが、７月の初旬から藤橋調理場のガス管工事を

先行して開始し、７月１８日の１学期の学校給食調理終了後からは本格的に冷蔵庫等の修繕や

根ヶ布調理場からの一部調理器具の移設、新ボイラーの設置工事等を行い、８月下旬に点検・

試運転を行った上で、９月からの藤橋調理場での調理を開始いたします。

次に、２、市から学校給食会への補助についてであります。

青梅市の米飯給食はこれまで週１．７回でしたが、外部から調達することで、昨年９月から

週２．５回とし、さらに平成３１年度からは週４回に増やすこととしております。

学校給食費については、平成２１年度の改定から１０年間据え置いており、この間の食材費
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の値上がりや消費税（５％から８％）の改定がございました。このため、献立内容の見直しや

肉の使用部位の変更などの内部努力をしてまいりました。また、平成２９年８月には、運営審

議会から学校給食費の改定の答申を得ましたが、実施時期を現在保留しております。

今回、米飯給食の実施回数の増加でさらに費用負担が増えることから、激変緩和として、平

成３１年度に限り増加する経費を市から学校給食会へ補助を行い、平成３２年度からは学校給

食費を改定して対応する予定としております。

市からの補助の金額でありますが、左下の破線の囲み内にありますとおり、増加が見込まれ

ます約１，８００万円、こちらを予定しております。

また、平成３２年４月からの学校給食費の改定予定額でありますが、右側になります。昨年

度ご決定いただきましたとおり、小学１・２年生が１食あたり１０円、３・４年生が１５円、

５・６年生と中学校が２０円、それぞれ値上げを予定しております。

続きまして、３、新共同調理場の建設についてであります。

新共同調理場の建設については、複数の建設候補地のうち、市の所有で用途地域が準工業地

域であり、青梅市の中心に位置している根ヶ布調理場跡地を軸に最終調整を行っております。

今後は、建設用地の内部決定を行いまして、平成３１年度には建築手法等を含めた基本計画を

策定する予定としております。

ご報告は以上であります。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 ３２年度から改定するということでアップするのですけど、１食あたりのア

ップはわかるんですけれども、今までの給食費が月額になるとどれくらいになるんでしょうか。

【学校給食センター所長（渡部）】 小学校１・２年生につきましては現在３，７００円のもの

が３，８５０円、小学校中学年につきましては現在３，８５０円のものが４，１００円、高学

年につきましては４，０００円のものが４，３５０円、中学校につきましては４，７００円が

５，０００円となる予定としております。

【委員（稲葉）】 ありがとうございます。

【教育長（岡田）】 これで、２６市の中でどの辺なんですか。それでもまだ真ん中より下です

よね。

【学校給食センター所長（渡部）】 真ん中より下だと思います。まだ詳しくは、上げた後の資

料がないですから。基本的に現在はもう最下位に近い方です。

【委員（手塚）】 ご飯の回数が増えるということで、本当に嬉しいご報告です。以前、給食費

を改定していければということで運営審議会をさせていただいて、そのときにたぶん大体これ

くらいの金額が出ていたかと思うんですが、今度また消費税も２％上がって１０％になるとい

う状況で、この金額で大丈夫なのかなというのが一つ心配です。ぎりぎりの状態でやっていて、

もうちょっと質が上がるというところを理由にもしていたと思うので、その額はまたこれから
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検討なんだろうと思うんですが、それを心配しているということ。あと、ぜひもう今のうちか

ら保護者の方へもっとアピールをしていただいて、これだけ一応努力はしていますということ

と、市からも補助金が出ている中で週４回のご飯ができているんだよということを、保護者の

方はそんなに意識しないで過ごされていくんじゃないかと思うので、給食だよりなんかもあり

ますので、ぜひＰＲをよろしくお願いしたいなと思います。

【学校給食センター所長（渡部）】 消費税８％から１０％につきましては、食材につきまして

は軽減税率の対象になっておりますので。ただ、運搬費用等、上がるところはありますので、

そこの部分については、来年度その動向を見きわめた後に、今後の値上げというのは考えてい

こうかとは思っております。今回の値上げについては、昨年度ご決定をいただいたところで保

留しているところを実施するということで、こちらの方はまずは３２年度４月から実施させて

いただきたいと考えております。

それから、先ほどの米飯の関係で、今回は１，８００万円の補助を入れると。そのことにつ

きましては、まだ議会の方のご承認をいただいておりませんので、議会等の議決を経た後に、

５月の給食だよりがありますので、そちらの方で広報の方を検討してまいりたいと考えており

ます。

【教育長（岡田）】 ほかにはよろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 第六次青梅市生涯学習推進計画について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、第六次青梅市生涯学習推進計画について、を説

明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、第六次青梅市生涯学習推進計画についてご報告いたしま

す。

第六次青梅市生涯学習推進計画につきましては、国の教育振興基本計画にもとづき、市の最

上位計画である第六次青梅市総合長期計画を踏まえ、平成３１年度から平成３５年度までの５

年間の計画を策定するものであります。

基本方針に、第五次生涯学習推進計画の考え方を継承し、市民が主体的に学習する機会を選

択して学び、その成果を社会に生かすことを計画として、平成２８年度に改定された第六次青

梅市総合長期計画で示された将来都市像である「みどりと清流、歴史と文化、ふれあいと活力

のまち、青梅－ゆめ・うめ・おうめ－」を実現するため、生涯学習を推進する内容としており

ます。

策定の経過でありますが、昨年４月２４日の生涯学習推進本部会議以降、生涯学習推進市民

会議、生涯学習推進本部庁内推進会議において検討をしてまいりました。パブリック・コメン

トの実施にあたっては、１１月１６日の第９回教育委員会定例会において原案をご説明し、い

ただいたご意見を反映した形でパブリック・コメントを実施いたしました。若い世代からのご

意見をいただくために、今回、市内高等学校にも設置をお願いしてまいりました。
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このパブリック・コメント期間を経て、１月２１日生涯学習推進市民会議、１月２４日生涯

学習推進本部庁内推進会議、そして１月２９日の生涯学習推進本部会議で決定いたしました。

１１月１６日以降の主な変更点につきましては、主な事業例のうち新規事業がわかりやすい

ように、米印から黒丸に事業の表記を変更しております。また、組織の表記を計画策定時の３

月時点の表記から、機構改革後、４月時点の組織の表記に変更したことであります。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 生涯学習だよりが発行されていますよね。３７ページ。それは市役所でよく

見かけるんですけど、中身がとてもいい感じででき上がっているので、ぜひ回覧板なんかで地

域で回せないかなと。部数は、お金の関係があると思うんですけど、出せないかなという感じ

はしていますけど。

【社会教育課長（塚本）】 生涯学習だより、以前にも榎本委員からもお褒めいただきまして、

回覧の方を内部でも検討いたしましたが、現在カラー印刷で１，５００部刷っているところで

して、自治会回覧とすると４，０００部近く増やさなければならないということで、予算上難

しいという結論になっております。しかしながら、なるべく多くの方に目にふれさせたいとい

うことで、今までは教育委員会のトップページにしか新着情報を載せていなかったんですけれ

ども、青梅市の方の新着情報にも載るような仕組みをつくりまして、把握をした場合には同時

にそちらに表記が出るように、今回講じたところでございます。

【委員（稲葉）】 ありがとうございます。

【教育長（岡田）】 これは推進本部会議で決定しているということで、後ほどご覧いただけれ

ばと思います。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 成人式の実施結果について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項６、成人式の実施結果について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 １月１４日に行いました平成３１年青梅市成人式の実施結果につき

まして集計ができましたので、ご報告させていただきます。教育委員の皆様にはお忙しい中ご

列席いただき、大変ありがとうございました。

それでは、報告資料６ご覧ください。

新成人の小計欄であります。該当者１，４４９人に対し、出席者は１，０３９人、出席率は

７１．７％でございました。下の欄の昨年の状況と比べますと、出席率は４．５ポイントの減

でございました。

男女の内訳、来賓、主催者につきましては、表に記載のとおりでございます。

また、資料の一番下、運営役員内訳にありますように、今年も青少年委員をはじめ青少年未
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来育成研修会の卒業生や、広報おうめを見てボランティアに応募してくださった市民の皆様方、

たくさんの方に応援いただき、式を行うことができました。

次に、本日配付させていただきました報告資料６－２、新成人へのアンケートの集計結果を

ご覧ください。式典終了後に新成人に声をかけ、アンケートへの協力をお願いし、回答をいた

だきました。

項目の１番、出席理由としては、例年のように「友達に会えるから」がやはり多く、次の項

目の終了後の感想は、「出席してよかった」が７５．５％、会場インタビューやタイムカプセル

の投影などに関しては、「あったほうがよい」が７９．６％でした。今回は追加項目として、タ

イムカプセル投影時の氏名発表について調査いたしました。最も多かったものは「イニシャル

のみがいい」という回答で３７．８％、「氏名を発表した方がいい」という回答の２６．５％と

合わせると、６４．３％になります。こちらの結果は、来年度の運営の参考にしてまいります。

また、資料の下には意見・感想などをまとめました。久しぶりに友達に会う機会となり懐か

しかった、楽しかったなどの感想をいただきました。昨年から用意したインスタグラム用の写

真スポットの利用も増加し、好評であったと感じております。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 インスタグラムのところは、フェイスブックでもあがってきていますので、

ああみんな楽しんで、自分たちを祝ってるなという感じがあって、とてもよかったなと思って

います。ありがとうございました。

【委員（大野）】 このアンケートの４番、記述式のところに、記念品が欲しい（クオカードと

か）とありますね。予算がかかるからなかなかできないけど、例えば青梅のマスコットの「ゆ

めうめちゃん」のスタンプとかシールとか、そういうようなものを１０枚ぐらい、はがせば使

えるような、そういうものはあまり喜ばないんですかね。（「喜ばない」との声）あ、喜ばない？ 

何か１個ぐらい持ち帰るものがあってもいいかなと思ったんですけど、そうですか。

【教育長（岡田）】 スタンプだとＬＩＮＥスタンプになっちゃう。

【委員（手塚）】 大高伽弥君でしたか、彼のつくってきてくれた動画が流れたら、みんなすご

い静かに真剣にシーンと見ていて、子どもって自分たちと同世代の人がやってることって興味

があって見るんだなというのを改めて感じました。

最初の卒業アルバムのスライド上映なんかも、今簡単な、写真さえ取り込むと格好よく音楽

をつけて動画にしてくれるようなソフトも無料であったりしますので、あんなふうにちょっと

お洒落にやったら、それを見るためにもう少し早く中に入って来てくれるかなと思いました。

インタビューもやったり工夫してくださっているので、毎年変わってきているなということ

を感じます。準備やいろいろ大変かと思うんですが、来年もよろしくお願いします。

【委員（稲葉）】 この４番のアンケートのところで、「ハガキをもっと目立つようにしてほし
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い」と書いてあるんですけど、ここで「ゆめうめちゃん」とかそういうのをドーンと載せて、

「おめでとー！」みたいな感じで送ると、意外と記念で残しておくとか、そんなふうになると

思うので、ハガキの中身のレイアウトを。それはすぐできることだと思うので。

【社会教育課長（塚本）】 ご意見ありがとうございました。実はハガキにつきましては、住所

が書いてある宛て名欄の方ですけれど、そこは工夫をして、下半分はメッセージを今後入れて

いこうかなということは今年度検討したところです。もし選挙とか生涯学習推進計画とかそう

いうアピールするものがなければ、「ゆめうめちゃん」のイラストを入れたり、そういうことは

可能だというふうに考えています。

【教育長（岡田）】 年賀状と同じに元日に届くように…発送するのはもっと前でしたか。

【社会教育課長（塚本）】 もっと前です。前月に発送していますので。

【教育長（岡田）】 じゃ、そのひと工夫を、目立つような工夫を検討してください。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ 諸報告

(１) 委員会等会議録 

ア 青梅市教育委員会議会議録（社会教育課） 

（２） 事業等の実施予定について 

ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課・文化課） 

    （３）事業等の実施結果について 

ア 長期欠席児童・生徒の状況（１２月）について（教育指導担当） 

イ 平成３０年度スタディ・アシスト事業の実施状況について（教育指導担当） 

ウ 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項７、諸報告ですが、あらかじめ委員の皆様には事前

に目を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等がございましたらお願いいたし

ます。

【委員（手塚）】 スタディ・アシスト事業の中で、応募の人数を見て、無料でこれだけのこと

をやっていただけたら、もっと殺到するのかと思ったら、ちょっと残念な数字にとどまってい

て。ただ、こういう形でやるのが最初ということで、出足が悪いのかなというところもあるん

ですが。一つは、学校のいろいろな行事の日程がこれから決まる部分もあるかと思うので、日

程の柔軟性をとって、何か行事があるときには動かせるようなことをして、せっかく申し込ん

でくれた人が出ないということがなく済むようにしていただきたいなということ。

それから、やっぱりこういうものに本当に来てほしい人がなかなか来なかったり、集まらな

いというところが、青梅のまず最初の大変なところなんだなということを、改めて感じていま

す。これは無料ですよね。無料でこれだけのことをしていただくというのが、本当に保護者の

方たちにちゃんと届いているかなと。プリントをお配りいただいているかとは思うんですが、
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うちも子どものプリントというのはなかなか届かない家庭でしたので。あとは、本当に学習の

サポートが必要で、親御さんがわかっていらっしゃる方でしたら、こういうところに申し込ん

だり、それなりにご家庭で手だてをとっていると思うんですが、そういうところからこぼれち

ゃっているお子さんたちにこういうところに申し込んでもらえる手だてはないかなということ

を、いつも日常生活の中で思っています。ぜひ学校の方からもサジェストしてもらってといい

ますか、申し込んだ方がいいよというお声がけをしてもらうようなことができるといいのかな

と思っています。もうやっていただいているのかもしれないですけれども。普通に塾などに行

かせるとなったら、数万円はきっとかかるだろう講座だと思いますので。その辺、本当に青梅

では難しいんですね。勉強のことというと、なかなか親御さん、二の足を踏んでしまうという

ところもあって。でも、まずやっていただけたということで感謝したいことと、あとこれもＰ

Ｒなんでしょうね。そう思っています。感想です。

【指導室長（中嶋）】 ＰＲについてですが、東京都の予算が決定するのがちょっと遅かった関

係もありまして、初年度少し遅れ気味になってしまったことにも原因があるかなと思っており

ます。次年度につきましては、早くから保護者会であるとか予定が決まりますので、市の広報

や、学校の方では学校だより等も使っていただいたり、もちろん単独でもこういったＰＲをし

ますけど、そういった幾つかの方法で漏れがないようにといいましょうか、いろいろな方角か

ら各家庭に伝わるような対策をとってまいりたいと思っております。それによって、さすがに

この数よりは増加するものと予想はしているところです。予定が立つことによって、各家庭で

塾に行こうという計画も、これくらいやってくれるんだったらこれにしようかというような案

内もできると思いますので、早め早めに周知してまいろうと考えております。

【委員（大野）】 今後の予定なんですけど、募集はまだ続けるんですか。来年度受ける子です

よね。つまり、今の中学２年生が対象ですよね。いつごろまでこの募集をかけるんですか。も

う締め切ったんですか。

【指導室長（中嶋）】 今現在は中学３年生ですけれど、来年度に関しては今の中学２年生が３

年生になりますので、そこでということになります。定員がまだ埋まってないので、３０年度

はあと１回を残すのみですが、埋まってない状態ですと随時受け付けはしておったところでご

ざいます。

【教育長（岡田）】 事業概要にあるとおり、高校受験に向けて中学３年生だけを対象の事業な

んですよ。ですからもうここで、私立、公立、受験シーズンですので、今年度についてはもう

終わりということですね。

【委員（大野）】 わかりました。

【委員（榎本）】 これは来年というか、今度の８月からの予定なんですか。

【指導室長（中嶋）】 まだ決定はしていないんですけれど、各学校の行事との調整の上でまた

決めていくということになりまして、おおよそ夏休みから来年度スタートしていくことになっ

ております。
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【委員（榎本）】 これは３０年度ということですか。

【指導室長（中嶋）】 今年度、この報告ができてなかったものですから、ちょっと遅くなりま

したけれど、今回出させていただきました。この表は３０年度ですが、３１年度の予定を各学

校が決定してきますので、その中で調整をして、また会場ごとに設定をしていくということに

なってまいります。

【教育長（岡田）】 ちょっと補足させてもらいますけれども、これは今年度の東京都の事業と

して、東京全体で２地区がモデル事業ということで、立川市と青梅市２地区が採択されまして、

予算規模が１，２００万円で２年間です。ですから、一応来年度が終了ということの事業です

ので、今年度、来年度の中で成果というか、高校進学に向けて、公立高、私立も含めた青梅市

の卒業生の進路が少しでも高まることを期待している事業です。

【委員（稲葉）】 支援学級の子どもたちにもこの通知はいっているんでしょうか。支援級の子

たちも、やはり都立高の普通科を受験する子がどんどん増えています。数学・英語で支援級の

子どもたち対応の私塾というのはなかなかない中、こういうところで個々に合った学力のアッ

プというところで応援をするという形が親御さんたちに浸透すると、親御さんたちも助かるし、

何よりも支援級に行きながら都立高を受験する子どもたちにとっては、すごく力強いバックア

ップだと思うのです。その辺、いかがでしょうか。

【指導室長（中嶋）】 周知はしているはずなんですけれど、来年度に向けてはもうそこを徹底

してまた指導してまいりたいと思います。

【教育長（岡田）】 特に泉中学校なんかはね…。決算を打って、その実績報告を東京都に持っ

ていくわけですよね。そのときに説明できるように頑張っていただきたいと思います。

【委員（榎本）】 欠席の子の学校の表なんですけど、この前、学校に行ったときに保健の先生

とお話しして、その学校は休みの生徒はほぼいなかったなと思って聞いてみたんですが、実際

いるという話で、数と違ったようなところがあったんですね。保健の先生というのは、たぶん

欠席の生徒の調査を毎日して、保健だよりで報告があると思うんですけど、ちょっとその辺で

行き違いがあったのかなというのもありますし、もしかしたら報告の間違いがあったのかもし

れないんですが、現状が正しく報告されないと対応も間違ってしまう。ちょうど今、国の統計

の話もあるんですけど。そういうのもあるので、別なところからも確認ができるような仕組み

があった方がいいのかなという気もしたんです。

【教育指導担当主幹（拝原）】 こちらにつきましては、学校の方から管理職を通じて提出があ

るもので、載っている児童・生徒につきましては個票も一緒に提出してきておりますので、保

健と数字が違うことはあり得ないはずなんですけれども、もしかしたらそこで…。どの学校の

ことか、ちょっとわからないんですが。基本的には学校の管理職を通じて提出しておりますの

で、正しい数字のはずでございます。

【教育長（岡田）】 不登校の定義のとらえ方が、保健の先生と、何日以上ということでの齟齬

があったかもしれないですが…。
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【指導室長（中嶋）】 来年度からになりますが、校務支援システムを使いますので、こういっ

たことも校内でも全員知ることになりますし、直で教育委員会の方にも数字が出てまいります

ので、その辺はかなりきちっとなっております。

【教育長（岡田）】 ほかにはよろしいでしょうか。

それでは、教育長報告事項は以上で終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

１ 青梅市教育委員会処務規則の一部改正について（教育総務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。青梅市教育委員会処務規則の一部改正について、を説明い

たします。

【教育総務課長（浜中）】 青梅市教育委員会処務規則の一部改正についてご説明申し上げます。

説明に入ります前に、今回の処務規則の改正に至るまでの経過についてお話をさせていただ

きます。

まず、青梅市の組織改正が実施される件についてでございます。去る１２月議会におきまし

て企画部より、平成３１年４月１日付の青梅市の組織改正についての議案が上程され、議決を

されました。

主な改正内容といたしましては、市長部局におきましては、青梅インターチェンジ周辺地区

の整備にかかわる事業を展開する拠点整備部を新設すること、健康福祉部の高齢介護課を介護

保険課と高齢者支援課の２課に分割すること、これが大きな組織の一部改正の内容でございま

す。

一方、教育委員会におきましても、青梅市文化交流センターの完成に伴い、社会教育課の新

生涯学習施設の建設担当を廃止すること、それから学校給食センターの栄養担当を「栄養指導

係」に名称変更すること、藤橋給食センター新共同調理場担当を新設すること、この組織改正

を４月１日に行うものでございます。学校給食センターに関しましては、これに伴う規則改正

を、後ほど給食センター所長の方から説明をさせていただきます。

次に、教育委員会の事務の見直しを行った件についてでございます。教育委員会内部におき

まして、各課が担当する事務を見直した中で、教科書にかかる事務につきましては、本来は学

事を本分とする学務課が担うべきということになり、教科書に関する事務を指導室から学務課

へ移管することを取り決めたものでございます。

このような経緯を受けまして、今回の処務規則の一部改正となりました。

それでは、協議資料の１をご覧いただきたいと思います。

青梅市教育委員会処務規則の一部を改正する規則要綱についてご説明をさせていただきます。

まず、１の改正の理由でありますが、ただいまご説明申し上げましたとおり、３１年４月１

日付で実施される教育委員会の組織改正によるものと、教育委員会内の事務の見直しに伴う教
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育委員会処務規則について事務分掌の改正を行うほか、その他所要の規定の整備を行おうとす

るものでございます。

次に、２の改正の内容でございます。まず（１）は組織改正に伴い、社会教育課の生涯学習

施設建設担当に関する部分を削除するものでございます。（２）は教育委員会内部の事務の見直

しに伴い、「教科書の採択に関すること」および「教科書の無償給付に関すること」を指導室指

導係から学務課学務係へ移管するものでございます。（３）として、その他所要の規定の整備を

行うものでございます。

その他所要の規定の整備の詳しい内容でございますが、恐れ入りますが、資料を２枚おめく

りいただきたいと思います。新旧対照表、こちらの方がわかりやすいと思います。向かって右

側が現行、左側が改正後であります。太字で記載しているのが、変更する部分でございます。

処務規則の第３０条、休暇等の届出に関する条項に関しまして、各号に掲げる休暇を取得し

ようとする際に添付する書類を新たに追加して定めるものでございます。

（３）は青梅市職員の勤務時間条例というものがございまして、第１３条に規定する産前お

よび産後の休養取得の場合には、医師または助産師の証明書または母子手帳を添付する。（４）

の同じく勤務時間条例第１３条の２に規定する母子保健健診休暇を取得する場合には、母子手

帳等を添付する。（７）の勤務時間条例第１８条の７に規定する災害事故休暇を取得する場合に

は、地震、水害、火災その他、こういうことを証明する証明書等を添付することを規定するも

のでございます。

恐れ入りますが、１枚目の協議資料に戻っていただきまして、３の施行期日でございます。

２（１）組織改正に伴う一部改正と、（２）教育委員会内部の事務の見直しに伴う一部改正につ

きましては、平成３１年４月１日を予定しております。２（３）その他所要の規定の整備につ

きましては、公布の日からということとなっております。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

所要の規定の整備と組織の関係です。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会処務規則の一部改正につ

いて、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について（教育総務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２を議題といたします。青梅市教育委員会事案決定規程の
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一部改正について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正についてご説明申し上げ

ます。

協議資料の２をご覧いただきたいと思います。

初めに、事案決定規程とは、教育長の権限に属する事務にかかわる決定事項の合理的配分と

決定手続を定めることにより、事務執行における権限の責任の所在を明確にし、事案決定の適

正化に資することを目的に定められている規程でございます。

まず、１の改正の理由でございますが、教育委員会内の事務の見直しに伴う教育委員会事案

決定規程の一部を改正しようとするものであります。

次に、２の改正の内容であります。学事に関する事項および指導に関する事項の整理を行う

ものでございます。

（１）は学事に関する事項から指導に関する事項に変更する項目でございますが、移動教室

および修学旅行補助金を交付すること、これを移動するものでございます。

（２）は指導に関する事項から学事に関する事項に変更する項目といたしまして、ア 教科

書選択にかかる事務を処理すること、イ 教育相談を行うこと、ウ 特別支援学級の設置を決

定すること、エ 就学支援委員会を運営すること、オ 特別支援学級の移動教室を実施するこ

とでございます。

（３）といたしまして、その他所要の規定の整備を行うものでございます。

その他所要の規定の整備の詳しい内容につきまして、恐れ入りますが２枚おめくりいただい

て、新旧対照表を見ていただいた方がよろしいかと思います。右側が現行、左側が改正後でご

ざいますが、太字で記載されているものが変更する部分です。こちら、「日本体育・学校健康セ

ンター」という保健業務、共済業務に携わっていたセンター名が、「日本スポーツ振興センター」

と名称変更いたしました。それに伴う改正ということでございます。

施行期日につきましては、平成３１年４月１日となっております。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正

について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 青梅市教育委員会児童・生徒表彰基準（案）について（教育総務課） 
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【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。青梅市教育委員会児童・生徒表彰

基準（案）について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 青梅市教育委員会児童・生徒表彰推薦基準（案）についてご説明申

し上げます。

協議資料の３をご覧いただきたいと思います。

まず初めに、本表彰推薦基準（案）を提案させていただいた背景をご説明申し上げます。

恐れ入りますが、１枚おめくりいただきまして、青梅市の教育委員会における表彰規程をご

覧いただきたいと思います。この規程は、昭和２８年３月に施行された古い規程でございまし

て、青梅市の中でもかなり古い規程でございます。そのままでございます。正直に申しまして、

近年におきましては、この規程にもとづく表彰というものが盛んに行われているとは言いがた

い状況でございました。今後、教育委員会では、特に学校の内外で顕著な功績をあげている児

童・生徒の皆さんに対し、これを顕彰し、今後の活動の大きな励みになるように表彰を積極的

に実施しようと、教育委員会として方針を転換いたしました。そのために、表彰を行うにあた

っての推薦の基準をきちんと整備する必要があることから、今回の青梅市教育委員会児童・生

徒表彰推薦基準（案）をご提案させていただくこととなった次第でございます。

１枚目に戻っていただきまして、内容をご説明申し上げます。

先ほどの表彰規程の第２条各号にある児童・生徒に対する表彰の基準を明文化し、１表にま

とめたものでございます。

第２条第１号の有益な調査、研究、発明、発見または工夫考案したものについての基準とい

たしましては、原則として、東京都規模以上の大会、審査会、選考会等において、その内容が

高く評価されているもの、としました。

続きまして、第２条第２号の特に他の模範とするにたる行為があったものについての基準に

つきましては、人命救助、応急手当、初期消火活動、誘拐未然防止等、その行為がなかった場

合、明らかに事故、事件等につながると考えられるもの。また、ボランティア活動を継続した

活動として、原則２年以上行い、内容が表彰にふさわしいもの。その他、表彰に値すると認め

るもの、といたしました。

最後、第２条第３号、その他委員会が表彰するのが適当であると認める成績または行為のあ

ったものについての基準は、芸術、文化、スポーツ活動等において、著しい成果を収めたもの

として、①から③まで具体的に都道府県規模の大会に参加して優勝したものですとか、そうい

う形での規程を目安としてつけさせていただきました。

その他、具体的な事案に応じ、その表彰が適当であるか否かを協議して決定をしようとする

ものでございます。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。
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【委員（手塚）】 今あるスポーツ奨励賞とか文化功労賞とかと重なってくるようなところもあ

るかと思うんですが、両方を受けることができたりするのか、あるいは子どもはこっちになっ

てくるのかというのは、何かあるんでしょうか。

【教育総務課長（浜中）】 芸術文化奨励賞は、主に全国的規模のコンクールにおいて最高賞を

受賞した児童・生徒が該当でございます。非常にハードルは高うございます。その中で、芸術

文化奨励賞はもう芸術文化奨励賞として、最高の結果を収められた子どもさんたちに交付する

ということで、限られたものです。それ以外の実績をあげられた子どもさんたちにも、今回は

日をあてて顕彰して褒めようと、そういう意図のもとに開始しようとするものでございます。

【委員（稲葉）】 下の枠外のところに、部活以外にも地域の少年野球、サッカーチーム等での

活動も推薦対象とするということでしたら、例えば地域の少年野球の監督とか、サッカーチー

ムの監督に、推薦できる子どもさんはいますかという問い合わせができるようにしてあげると

いいなと思います。

【教育総務課長（浜中）】 ご意見ありがとうございます。ぜひそのような形にして、幅広くす

べての対象の児童・生徒の皆さんを表彰できるようにしていきたいと思います。

【教育長（岡田）】 表彰してまた、広報等で市民に周知します。この広報で、この間の主張大

会とか伝統文化の方は写真と名前を載せました。励みになると思うのでやっていきたいと思い

ます。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会児童・生徒表彰基準（案）

について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 青梅市科学センター事業について（学務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項４を議題といたします。青梅市科学センター事業について、

を説明いたします。

【学務課長（石川）】 お手元にご配付いたしました協議資料４をもとに説明したいと存じます。

こちら、青梅市科学センター事業についてです。本事業につきましては、１月１１日開催の

第１０回青梅市教育委員会定例会におきまして、報告事項としてご報告させていただきました

が、本日改めまして協議事項としてご協議いただこうとするものでございます。

初めに、経過でございます。科学センターにつきましては、昭和３３年に「西多摩地区科学

センター」として発足、昭和５４年度から「青梅、福生、羽村、瑞穂科学教育センター」と改

称、昭和６２年度からは「多摩川流域科学センター」として実施してまいりましたが、平成７

年度から「青梅市科学センター」として発足し、現在に至っております。
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続きまして、事業概要についてであります。１として、児童に科学の分野に対する見識を深

めてもらうことを目的とし、年間１３回（土曜日）開催をしております。対象は小学校５・６

年生、募集人員、指導者、場所、費用につきましては、記載のとおりでございます。

続きまして、廃止の理由についてであります。１といたしまして、教職員等への負担がござ

います。現在、東京都では「学校における働き方改革推進プラン」を推進しており、青梅市で

も教職員の勤務時間削減につきまして、平成３１年度から校務支援システムを導入するなど幅

広く働き方改革を進めております。そのような中で、勤務を要しない１３回の土曜日に出席を

お願いしており、働き方改革プランに逆行するような形となっているところでございます。

裏面をおめくりいただきたいと思います。２といたしまして、申込人数の減少傾向がござい

ます。下のグラフにお示ししたとおり、減少傾向が続いているところでございます。

続きまして、３その他についてであります。平成３０年度から青梅市教育委員会、羽村市教

育委員会、公益財団法人青梅佐藤財団が共催し、福生市教育委員会が後援するプログラミング

教室「子どもＩＴ未来塾」を開催しております。本事業は、将来ＩＴ関係の進路を考えている

小・中学生を対象に、６月から１０月の土・日曜日、全９回にわたり、大学教授を講師にお迎

えして、基礎から最新技術まで学べる本格的なプログラミング教室を実施しております。参加

者はカリキュラムを履修、最終回には独自の発想にもとづくプログラミングにより研究成果を

発表するなど、ＩＴ社会の将来を担う人材育成に寄与しております。このことから、教育委員

会としましては、こちらの事業を継続してまいりたいと考えているところでございます。

以上のような状況でございまして、結論といたしましては、東京都の「学校における働き方

改革推進プラン」では、「週当たりの在校時間が６０時間を超える教員をゼロにする」という目

標を掲げています。このことから、学校教職員の負担軽減・業務見直しおよび申込み者の減少

等を踏まえ、科学センター事業につきましては廃止したいと考えているところでございます。

また、教育委員会といたしましては、「子どもＩＴ未来塾」を科学センター事業にかわる事業

と位置づけまして、関係各市教育委員会と連携し、公益財団法人青梅佐藤財団の協力を得て、

事業を継続していきたいと考えております。また、科学教育の振興を図るための事業につきま

しては、今までの科学センターと別の形で実施をしてまいりたいと考えているところでござい

ます。

学務課からは以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げ

ます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 結論の最後のところで、科学教育の振興を図るための事業を実施していくと

いうことなんですけれども、具体的に３１年度はどんな事業を考えられていますか。それとも

まだこれから考え中なんでしょうか。

【学務課長（石川）】 科学振興を図るための別の事業ということでございます。今、予算につ
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きましては、学務課の予算としては計上はできなかったんですけれども、社会教育事業の方で

計上をしております。今考えておりますのは、サイエンスショーみたいな、例えば米村でんじ

ろうさんがやっているような、ああいった形の事業をできないかというところなんですけれど

も、もちろん米村でんじろうさんのサイエンスショーとなりますと高額になってしまいますの

で、ＮＰＯ法人でこういった事業を引き受けているところもあるようですので、そういった団

体にお願いしまして、子どもたちの科学教育の育成等に資するような事業を実施してまいりた

いと考えているところでございます。

【教育長（岡田）】 予算、今のところ計上済みだよね。

【学務課長（石川）】 予算につきましては、社会教育事業費の中に１０万円ほど計上させてい

ただいておるところでございます。社会教育課とも連携して事業を検討してまいりたいという

ふうに考えているところでございます。

【委員（大野）】 科学センターの事業を振り返って見てみると、私の推測も入っているんだけ

ど、ちょうど日本の科学技術が発展しながら高度経済成長の中で、国全体として理数教育を教

育の現代化という名目で充実させようと。そういう中で、国も理数関係についてのお金をまた

別枠で出したり、そういうことで始まったんだろうと思います。そのころは、教育資源、教え

る人としては学校の先生しかいないというか、だから学校の先生にやってもらおうじゃないか

ということで始まったんだと思います。今の働き方改革のこともございますけれども、これか

らは、さっきの「トライ」の話もありますけど、学校教育以外のそれぞれお得意な方たちにも、

また予算を取りながら、していただく形で、国がさらに進めようとしている新学習指導要領も

理数教育をさらに充実させましょうとなっていますし、絶対これから必要です。そういう意味

では、一番最後の「科学教育の振興を図るための事業を実施していきたい」という線はさらに

教育委員会として進めながら、方向としては学校の先生に頼るのではなくて、先ほども説明が

ありましたように、社会教育も含め、広くこれからも実施していくと、そういう流れとしてと

らえていいんじゃないかと思っているんです。そういう意味で、「科学センター」の事業をここ

で一旦おしまいにするということについては、やはりそういう時代になったのかなという思い

で、今聞いておりました。

【教育長（岡田）】 戦後の理科教育振興ということで、ビーカーとかいろいろ理科にはお金が

かかるので、そういう補助金も理科教育振興の中で教材補助もあったんですけれども。先ほど

言ったとおり、働き方改革を含めた中で、教員以外の社会教育資源を活用した事業ということ

で、予算もつきましたので、来年度実施した上でそれをさらに発展させていきたいなと思って

おります。よろしくお願いいたします。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市科学センター事業について、は承認

されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 青梅市いじめの防止に関する条例の一部を改正する条例について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項５を議題といたします。青梅市いじめの防止に関する条例

の一部を改正する条例について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 恐縮ですが、協議資料の方、変更がございましたので、差し替

えをお願いいたします。

青梅市いじめの防止に関する条例の一部を改正する条例でございますが、後ほど説明させて

いただきますが、第１２条の項の順番の入れ替えがございましたので、今お配りいたしました

資料の方をご覧ください。

それでは、青梅市いじめの防止に関する条例の一部を改正する条例要綱についてご説明申し

上げます。ただいまお配りいたしました資料の５－１をご覧ください。

初めに、改正に至った経緯についてご説明いたします。１０月５日の教育委員会定例会にお

いてご決定いただきました青梅市いじめ防止基本方針の一部改正の内容である重大事態発生時

の報告先に青梅市議会を追加した経緯につきまして、青梅市いじめの防止に関する条例に反映

させるためでございます。

協議資料５－１の２をご覧ください。改正の内容でございますが、重大事態が発生したとき

の報告先に、青梅市議会を追加することと、その他所要の規定の整備でございます。

恐縮ですが、１枚おめくりいただきまして、新旧対照表をご覧ください。右側が現行、左側

が改正後でございます。

初めに、第１２条についてでございます。第１２条はいじめ防止対策委員会のことに関する

規定であり、現行の第４項以外はすべての項の主語が「対策委員会は」となっておりますが、

現行の第４項は「委員会は」が主語となっております。そのためこの主語を「対策委員会は」

に改めようとするものでございます。

また、項の順番につきまして、重大事態の調査について示した現行の第５項を第４項と入れ

替えて先に示し、現行の第４項、先ほどご説明しました主語を「対策委員会は」に改めたもの

を第５項とするものでございます。項の順番を入れ替えることにより、第５項で、「第２項およ

び前項に規定するもののほか、委員会から求められたときは、いじめに関する相談に応じ、ま

たは調査を行うものとする」といった表記をすることになります。これによって、重大事態以

外であっても、委員会から求められたときには、相談に応じたり調査を行ったりすることを明

確に定めたものでございます。

続きまして、第２５条についてであります。こちらは青梅市いじめ防止基本方針の改正に伴

う改正であります。

続きまして、第２６条でございます。こちらは第２５条に「青梅市議会」の文言が入ったた
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めに改めるものでございます。

恐縮ですが、１枚目にお戻りください。

最後に、施行期日につきましては、平成３１年４月１日としております。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 補足いたしますと、この内容で３月議会に上程して、議会の議決を経てい

くものの原文でございます。

説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ございますか。

先ほどの議会報告の中での最後の３０ページ、所管事務調査の中でも議論したものを踏まえ

た内容でございます。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市いじめの防止に関する条例の一部を

改正する条例について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市立学校給食センター条例施行規則の一部改正について（学校給食センター） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項６を議題といたします。青梅市立学校給食センター条例施

行規則の一部改正について、を説明いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それではお手元の協議資料６にもとづき、青梅市立学校給

食センター条例施行規則の一部改正についてご説明いたします。

まず、１の改正の理由でありますが、平成３１年４月１日の組織改正に伴い、所要の規定の

整備を行おうとするものであります。

２の改正の内容でありますが、（１）「栄養担当」を「栄養指導係」に改めます。これは、１

名の主査のみであった栄養担当を、栄養指導係と新たに係とすることで、現在の藤橋調理場業

務係と根ヶ布調理場業務係に分かれて配置している市と都の栄養士を栄養指導係に一元化し、

さらなる学校給食の充実や食育の推進を図ろうとするものであります。

次に、（２）「新共同調理場担当」の新設でありますが、事務分掌にア 新共同調理場に関す

ること、イ 調理場の再編および整備に関することとありますとおり、先ほどご報告いたしま

した来年度予定しております新共同調理場基本計画の策定にあたり、新たに担当を新設し、新

共同調理場の具体的な実現に向けて推進しようとするものであります。

このほか、（３）その他所要の規定の整備を行い、３の施行期日といたしましては、平成３１

年４月１日に施行しようとするものであります。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ



32

いますか。

新しく新共同調理場担当の職員を迎えるために、規則を改正する内容でございます。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市立学校給食センター条例施行規則の

一部改正について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ 青梅市学校配膳員勤務要綱の一部改正について（学校給食センター） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項７を議題といたします。青梅市学校給食配膳員勤務要綱の

一部改正について、を説明いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、お手元の協議資料７にもとづきまして、青梅市

学校給食配膳員勤務要綱の一部改正についてご説明いたします。

まず、１の改正の理由でありますが、学校給食配膳員の賃金は、青梅市職員の給与に準拠し

ていることから、平成３０年青梅市議会１２月定例会において青梅市一般職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例が可決されましたので、これに伴いまして本要綱についてもその一

部を改正するものであります。

次に、２の改正の内容でございます。青梅市一般職の職員の給与に関する条例の行政職給料

表（二）１級の改定に準拠して、下の表にありますとおり、配膳員賃金表の右の列の現行の賃

金月額を、左の列に記載のとおり改定しようとするものであります。

今回賃金改定があるのは１号給から１３号給で、最低５０円から最高５８０円の引き上げと

なるものであります。１４号給から２５号給につきましては、変更はございません。

なお、現在在職しております配膳員の賃金は、１５号給から２４号給の間に該当しておりま

すので、今回実質的な賃金への影響はございません。

最後に、３の実施期日でありますが、平成３１年４月１日から実施するものであります。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市学校給食配膳員勤務要綱の一部改正

について、は承認されました。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

８ 学校給食費の公会計化に関する諮問について（学校給食センター） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項８を議題といたします。学校給食費の公会計化に関する諮

問について、を説明いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、お手元の協議資料８にもとづき、学校給食費の

公会計化に関する諮問についてご説明いたします。

これは、青梅市立学校給食センター条例第３条の規定にもとづき、青梅市学校給食センター

運営審議会へ諮問するものであります。

初めに、１、諮問事項でありますが、学校給食の公会計化について諮問するものであります。

次に、２、諮問理由でありますが、現在、学校給食費は私会計であり、青梅市学校給食会が

会計を行っておりますが、学校給食費の透明性や公平性を確保するとともに、より一層適正な

管理を行っていくため、学校給食費の公会計化について意見を求めるものであります。

次に、３、答申時期であります。平成３１年８月３１日までであります。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

諮問ということで、よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、学校給食費の公会計化に関する諮問につい

て、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

９ 青梅市文化交流センター条例の施行期日を定める規則について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項９を議題といたします。青梅市文化交流センター条例の施

行期日を定める規則について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 初めに、社会教育課所管の協議資料につきまして、訂正の報告につ

いてお詫びを申し上げます。

それでは、本日お配りしました協議資料９をご覧ください。

青梅市釜の淵市民館条例の廃止および青梅市ふれあいセンター条例の一部改正については、

５月６日から５月７日に訂正をさせていただいております。

それでは、まず制定の理由でありますが、青梅市文化交流センター条例付則の施行期日につ

いては、「公布の日から起算して９月を超えない範囲内において教育委員会規則で定める日から

施行する」となっているため、本規則を定め、施行の期日を定めるものであります。

制定の内容については、青梅市文化交流センター条例の施行期日は５月７日とすることとし、
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各施設の一般貸出を開始する日からとすることといたします。ただし、青梅市民センター条例

の一部改正については、４月１６日から改正することとし、青梅市民センター機能については

４月１５日の休館日に引っ越し、１６日から業務開始ができるようにいたします。

なお、釜の淵市民館、永山ふれあいセンターについては、５月６日をもって閉鎖することと

なります。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りたいと思います。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター条例の施行期日を

定める規則について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１０ 青梅市文化交流センター生涯学習コーディネーター・プロデューサー設置要綱の制定につ

いて（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項１０を議題といたします。青梅市文化交流センター生涯学

習コーディネーター・プロデューサー設置要綱の制定について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 本日お配りしました協議資料１０をご覧ください。本日追加しまし

た正誤表にもございますが、事前にお配りした要綱の表題につきましては、「青梅市文化交流セ

ンター生涯学習プロデューサー・コーディネーター設置要綱」としておりましたが、職務の並

びを「コーディネーター・プロデューサー」の順に入れ替えてございます。

それでは、協議資料１０をご覧ください。

まず、１、制定の理由ですが、青梅市文化交流センターにおける生涯学習の推進を図るため、

生涯学習コーディネーターおよび生涯学習プロデューサーの設置をしようとするものです。こ

の制度については、青梅市文化交流センター管理運営計画において設置を計画したものを実施

するため、要綱を制定するものであります。

次に、２、制定の内容ですが、（１）職務として、それぞれの職務の内容について記載してお

ります。コーディネーターについては、３名のプロデューサーを束ね、センターにおける生涯

学習の監理に関すること、プロデューサー調整会議に関すること、青梅市教育委員会との連絡

調整に関すること、その他委員会が必要と認める業務に関することを行ってもらい、プロデュ

ーサーとの調整と教育委員会との橋渡しを行う存在としております。

次に、生涯学習プロデューサーですが、主に地下の音楽文化空間プロデューサー、賑わい交

流空間プロデューサー、市民活動支援プロデューサーの３名を設置し、それぞれ生涯学習事業
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の企画・運営に関すること、生涯学習情報の発信に関すること、生涯学習サークルの支援に関

すること、センター利用者の交流に関すること、その他生涯学習の推進に必要な事項に関する

ことを行い、より近く施設利用者に寄り添う存在として設置いたします。

委嘱は教育委員会が行うこととし、現在準備を進めている文化交流センターオープニングイ

ベントの実行委員の中から選定する予定としております。

定員は、プロデューサー３人、コーディネーター１人としております。任期は１年で、再任

は妨げないものとしております。

月に１回程度、プロデューサー、コーディネーターで調整会議を開催し、プロデューサー同

士の連携や課題について調整することとしております。

この制度を通して、文化交流センターがより利用者に使いやすく、親しみやすく、訪れたく

なる施設になるように努めていくものであります。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 ちなみに、これは有償ですか、無償ですか。手当はどうなっていますか。

【社会教育課長（塚本）】 こちらは有償になります。

【教育長（岡田）】 じゃ、その都度、１回幾らということですか。

【社会教育課長（塚本）】 時間単価でございます。

【教育長（岡田）】 そういう内容でございます。

説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ございますか。

【委員（稲葉）】 コーディネーター、プロデューサー、大きな館を運営するにあたって、この

方たちは有償で時給という形なんですけども、どれだけの期間勤務される予定なんでしょうか。

例えば週に何回とか、そういうふうに決まっているのでしょうか。館全体の運営となると、や

はり１カ月をきちっと全体を見渡すためには現場に出ていないとわからないので、その辺の勤

務状態はどういうふうに考えていらっしゃるのでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 現場の方のメインはプロデューサーの方になるんですけれども、各

３種類のプロデューサーの方、開館日にはお１人は必ずいるような形に今ちょっと考えていま

す。

【委員（稲葉）】 ３人のうちの１人がローテーションで常にその場にいるという感じですね。

で、コーディネーターはそうではないと。

【社会教育課長（塚本）】 コーディネーターは必要に応じて来たり、あとこの後出てきます運

営協議会等にも参加してもらえるような形で、全体の方を取りまとめてもらうような機能を考

えております。

【教育長（岡田）】 新たな試みでもあるんですけれども、こういう形で、担当職員だけでなく

て、実際の活用される市民の方の意見をいろいろな事業に反映していこうという形で取り組ん

でいくことを検討してきて、今青梅の市民センターでは鈴木君が中心になって検討していると

ころです。
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【委員（稲葉）】 その方は、常時、文化交流センター内のどこの場所にいらっしゃるんですか。

【社会教育課長（塚本）】 一連の利用者の方といろいろ接してもらうことを想定しているんで

すけれども、具体的にどこにするかというのは、まだ決定はしていないところです。

【委員（稲葉）】 そうですか…。

【委員（榎本）】 災害時とかもコーディネーターが指示するんですか。

【社会教育課長（塚本）】 災害時の避難誘導につきましては、メインは市民センターの職員が

事務室の方に常駐しておりますので、そちらの防災計画に従って誘導するような形になります。

【教育部長（渡辺）】 今の居場所はどちらでしょうかということですが、当然巡回もしますけ

れども、今のところは青梅センターの事務室内を考えていますが、ただ机の配置ですとか、狭

隘の問題もありますので、そこを主として施設内を考えているところでございます。

先ほど申し上げましたとおり、３人の方で回していただいて、それで定期的に情報交換とい

いますか、プロデューサーを中心とした意見交換会も考えておりますので、私は知らないよと

いうふうなことがないように、皆さんの共通の認識は図っていただこうかなというふうに思っ

ているところでございます。

【委員（大野）】 前にご説明いただいているはずなんですけど、コーディネーターなどの話は

わかりました。市の職員の方として新生涯学習施設の運営にあたるのは、そういう組織をつく

るんですよね。センター長とか。それはどうなっているんでしたっけ。

【社会教育課長（塚本）】 まず、社会教育課の職員は本庁に詰めている形になりまして、現在

の青梅市民センターの事務局がそのまま文化交流センターの方に移ります。メインは青梅市民

センター機能をやりながら、同時に文化交流センターの運営の方もそこのセンターの職員が現

場ではやります。常時、社会教育の方とは連絡を取りながらという形になります。そのような

組織で運営してまいります。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター生涯学習コーディ

ネーター・プロデューサー設置要綱の制定について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１１ 青梅市文化交流センター運営協議会設置要綱の制定について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項１１を議題といたします。青梅市文化交流センター運営協

議会設置要綱の制定について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市文化交流センター運営協議会設置要綱の制定についてご説明

いたします。

本日お配りした協議資料１１をご覧ください。組織を構成するメンバーを細分化し、標記の
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ように変更させていただきます。

まず、制定の理由ですが、青梅市文化交流センターおよびセンター内に設置する青梅市民セ

ンターの効果的な活用を検討するため、青梅市文化交流センター運営協議会を設置しようとす

るものであります。現在、青梅市民センター運営協議会が組織されておりますが、文化交流セ

ンター開設後は解散し、この運営協議会で協議することといたします。

構成するメンバーについては、制定内容の（２）組織にございます。教育委員会が委嘱する

または任命する、ア センター利用団体の代表者、イ 生涯学習推進市民会議の代表者、ウ 自

治会の代表者、エ 青梅市文化交流センター生涯学習コーディネーターおよびプロデューサー

設置要綱に定める生涯学習コーディネーター、オ 公募の市民とし、１０名以内で組織するも

のとしております。

任期は２年。委員の互選にて会長、副会長を置くこととし、会議では会長が議長を務めるこ

ととしております。

文化交流センターが開館した後に公募委員を募集するなどして、組織する予定としておりま

す。

事務局は社会教育課に置くこととしております。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 青梅市民センターが入るということは、市民センターの管轄は市民活動推進

課ですよね。ここの青梅市民センターというのは、教育委員会の社会教育課に入るんですか、

それとも市民活動推進課で動いていくんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 文化交流センターの運営協議会につきましては、記載のとおり事務

局は社会教育課の方がもちまして、社会教育課が主体となって運営協議会を進めるところであ

ります。

【教育長（岡田）】 かぶるわけだよね。文化交流センターとしてもあるし、青梅市民センター

としてもいろいろな部屋を使用するわけだから、両方の意見をここで協議するという組織でい

いのかな。そういう趣旨でのご質問ですよね。

【委員（稲葉）】 そうです、そうです。だから、市民活動推進課と共同していかないと、対応

が変わってくる。市民活動推進課は市民活動推進課の対応方法があると思うので、そこをきち

っと共同でしておかないと。例えば利用について、青梅市民センターの方は知らないよ、こっ

ち側は社会教育課、そんなふうになりはしないかなと。やっぱりいろいろな手続は、市民とし

てはどこへ手続きすればいいのかというと、市民センターとなるとそっちに行くと思うので、

その辺の担当管轄が違うんだったら、そこはちゃんとした共同認識を持っておかないと、利用

する人たちが大変かなと思うし、この協議会の中に青梅市民センター職員もきちっと入ってこ

ないと、両方が円滑に共同して運営するというのはちょっと…。共同した方が共同できやすい
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かなと思います。ちょっと考え方違いますか。

【教育部長（渡辺）】 おっしゃるとおりでございます。あそこの建物に青梅市民センターの職

員が入ります。で、市民センター業務もします。社会教育もあそこに入って、別々の組織で、

社会教育業務は文化交流センター、青梅市民センター業務は市民センターでいけばよかったん

ですが、社会教育はこちらに残っているという話があります。青梅市民センターの職員があそ

こを運営します、市民センター機能もやります、また文化交流センターの機能もやりますと、

そういった形になってきます。それで、ここにあります文化交流センター運営協議会は社会教

育課が管轄いたしますが、青梅市民センターの運営協議会につきましては、依然として残りま

すので。

失礼しました。ちょっと勘違いしました。青梅市民センター運営協議会、文化交流センター

運営協議会の中のメンバーは同じということで、稲葉委員さんがご心配されているように、そ

れぞれがわからないということがないようにはしたいと思いますので、またそういうふうにな

らなければいけないと思っておりますので、その運営につきましては十分に注意して行ってい

きたいと思っております。

【委員（大野）】 今の件で、もう一つ違うことなんですけど、事務局として結局、市民センタ

ーの職員も運営協議会に社会教育の人と一緒に出るということですよね。そのあたりはどうで

すか。

【社会教育課長（塚本）】 センターの職員も事務局として参加していく予定でございます。

【委員（大野）】 ではもう一つ、言葉を知らないのですみません。要綱なので、自分としても

理解しておきたいのですが、「委嘱または任命」とあります。「委嘱または任命する委員１０人

以内をもって組織する」とありますが、委嘱と任命の違いと、どういう人に対して委嘱でどう

いう人が任命なのかということについて教えていただきたいと思います。

【教育長（岡田）】 一般的に外部が委嘱で内部が任命ですが、内部がいる？

【社会教育課長（塚本）】 ちょっと想定しにくいのですけれども、例えば自治会の会長等に…

【教育長（岡田）】 自治会長とか個人とかの充て職の場合とか…。その辺の解釈はもう一度よ

く法制とも確認して、ネットを公開してください。そういう形でよろしいでしょうか。

【委員（大野）】 はい。

【教育長（岡田）】 ほかにはよろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター運営協議会設置要

綱の制定について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１２ 青梅市文化交流センター運営協議会公募委員募集要領の制定について（社会教育課） 
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【教育長（岡田）】 次に、協議事項１２を議題といたします。青梅市文化交流センター運営協

議会公募委員募集要領の制定について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市文化交流センター運営協議会公募委員募集要領の制定につい

てご説明いたします。

本日お配りしました協議資料１２をご覧ください。

先ほどご説明しました青梅市文化交流センター運営協議会設置要綱第３項に規定する、公募

の市民についての募集に関して必要な事項を定めようとするものであります。

制定の内容ですが、応募資格として、ア 市内に在住、在勤または在学している者、イ 応

募時点において満２０歳以上の者、ウ 青梅市文化交流センター運営協議会への出席が可能な

者、エ 地方公務員法第１６条各号に該当しない者、オ 青梅市職員でない者、カ 青梅市の

他の付属機関等の委員でない者としております。

応募方法は、氏名、年齢、性別、住所および電話番号、応募動機に関する作文を青梅市教育

委員会に提出することとしております。

応募人数は、原則として男女各１人としますが、性別ごとの応募人数がこれに満たない場合

は、この限りではありません。

選考者は、教育部長、社会教育課長および青梅市民センターの所長とし、教育部長を責任者

とします。

選考方法は、一次選考を書類審査とし、書類審査の結果、候補者が募集人数を超えた場合に

は、公開抽選により決定することとします。

選考結果は、応募者あてに書面にて通知することといたします。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

私が聞いてはいけないんですけど、２０歳というけど、１８歳ではいけないですかね。単純

に従来だと２０歳だったけど、今度成人年齢が１８歳というのがあるので。どうしましょうか。

【教育部長（渡辺）】 おっしゃるとおりで、選挙権も１８歳となったところでございます。こ

こでは「２０歳」とありますけれども、「１８歳以上」という形でかえさせていただきたいと思

います。

【教育長（岡田）】 それじゃ、ここを「１８歳」と読み替えて決定ということでお諮りしても

よろしいでしょうか。

よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター運営協議会公募委
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員募集要領の制定について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１３ 公共ホール等使用料助成金交付要綱の一部改正について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項１３を議題といたします。公共ホール等使用料助成金交付

要綱の一部改正について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 公共ホール等使用料助成金交付要綱の一部改正についてご説明いた

します。

協議資料１３をご覧ください。

改正の理由ですが、青梅市民会館の閉鎖に伴う公共ホール等使用者への便宜を十分なものと

するため、青梅市文化交流センターの供用開始後も、青梅市民会館ホール相当の施設が整備さ

れるまでの間、引き続き交付事業を継続しようとするものであります。

改正の内容といたしましては、第３項助成条件および助成回数の（１）を実施する公演等が

２７２人以上６００人以下の観客数を想定するものである旨を追加することで、青梅市民セン

ター多目的ホールで行える規模と、市民会館の定員数を超える規模の利用については、助成対

象としないことといたしました。実績報告において、公演等の実施状況等がわかる舞台および

客席の写真等を添付してもらい、助成条件が満たされているかどうかを確認することとしてお

ります。

実施期日は、助成を目的とする要綱のため、平成３１年４月１日から３年間としており、３

年後に内容を見直すことといたします。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（手塚）】 規定の文を私、全部理解し切っていないんですけど、中学校の吹奏楽部さん

なんかが定期演奏会で、例えば秋川のきららホールなんかを使うので保護者の方たちがお金を

出し合ってホールを借りるなんていうときには、この助成金は使えないものなんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 助成の条件といたしまして、市からほかの補助を受けている団体に

関しては助成対象から除くという形になっております。あとは在勤、在学するものの構成員が

過半数を満たすと。その二つの条件を満たしていれば、助成は可能でございます。

【委員（手塚）】 中学校の部活というのは、助成というか学校のことなので、普段の活動は助

成を受けちゃってるのかなと思って、だめなのかもしれないなと思ったんですけど。でも、そ

の定期演奏会とかは、保護者の方たちがお金を集めて運営されているもので、その場合という

のはやっぱりだめということなんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 以前、市民会館があったときにも、減免規定はございませんでした

ので、各学校で負担していただいていたと思います。そこの差額に関する助成制度であること

から、こちらは申請をいただければ助成可能であるというふうに考えておりますが、確認をさ
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せていただきます。

【委員（手塚）】 はい、お願いします。

【教育長（岡田）】 個別のケースについてはまた、個々に考えさせてもらいたいと思います。

【委員（大野）】 関連しているんですけど、今の手塚委員から出た質問の元の意図は、たぶん

減免対象にしていいんじゃないかなというお気持ちがあって言っていると思うんですけど。こ

の要綱の改正はこれとしまして、今後検討されるものがありますよね。つまり、青梅市立学校

の教育に関する団体の使用については、市立学校ですので援助してもいいんじゃないかなとい

う意見も多いと思うんですよね。そういう点で、今日の話とは違いますけど、検討していって

もらいたいと思いますね。

それからもう一点、質問よろしいですか。今も、よそを使っているものについては補助して

いますよね。どれくらい実績があるものなんですか。

【社会教育課長（塚本）】 助成につきましては、３０年度実績で年間４件程度でございます。

主にゆとろぎの大ホール等がメインでございます。

【委員（大野）】 ４件といいますと、具体的にはどういう団体なんでしょうか。

【社会教育課長（塚本）】 今、資料を持ってきてないんですけれども、バレー教室と、あとは

大正琴の団体と、もう一つはコーラスの団体が助成を受けています。

【委員（榎本）】 今の補助というのは、これとの違いというのはどういうところなんでしょう

か。

【社会教育課長（塚本）】 今現在行っている補助につきましては、まだ文化交流センターが開

館していないので、人数の下限値を設けていない状態になります。文化交流センターが稼動し

たときに、２７１人の定員内でできるようなイベントに関しては、助成の対象から外すという

趣旨で、今回の一部改正を設けたところでございます。

【教育長（岡田）】 これまでは人数制限はなかったんですけれど、これからはまずは文化交流

センターを利用していただいて、そこに収容し切れない、あるいは舞台が狭いというものに限

って、要綱を一部改正するというふうにご理解いただければという内容でございます。

【委員（稲葉）】 そしたら、ここは教育委員会が管轄するところなので、やっぱり学校の部活

の音楽会なりそういうものは、例えば２００何人で利用できるのであるならば、そこはぜひぜ

ひ減免をして、子どもたちの文化を応援するというふうな方向性にもっていっていただければ、

とてもいいなと思うんですよ。少人数で頑張っていて、全国大会にも行っているところも何校

もあるのに、その発表の場所が中学校の体育館であったり、多目的ホールだったりするよりも、

やっぱり市民にわかっていただく、理解していただくとなると、文化交流センターというのは

「文化」がついていますので、そういうところで教育委員会が応援しているよという意味で減

免なりのことを考えていく方向はいかがなんでしょうか。

【教育部長（渡辺）】 先ほど大野先生からも同じようなご意見がございました。この公共ホー

ルの使用料助成金の交付要綱とはまた別の話でありますので、それはまた別件として検討させ
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ていただきたいと思います。

【委員（稲葉）】 はい、ありがとうございます。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、公共ホール等使用料助成金交付要綱の一部

改正について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１４ 第四次青梅市子ども読書活動推進計画について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 最後に、協議事項１４を議題といたします。第四次青梅市子ども読書活動

推進計画について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 第四次青梅市子ども読書活動推進計画（案）についてご説明をいた

します。

協議資料１４をご覧ください。

まず、策定経過についてですが、３７ページをご覧ください。計画の策定経過でございます。

５月２１日、第１回青梅市子ども読書活動推進計画策定委員会を皮切りに、同委員会３回、

同策定部会４回を行ってまいりました。教育委員会においては、１１月１６日開催の教育委員

会において、市民意見募集実施の説明の際、原案の内容について皆様にご説明いたしまして、

グラフの修正、取り組みの追加など、ご意見をいただきました。そして原案を修正し、１２月

１日から１４日まで市民意見を募集いたしました。また、前回１月１１日の教育委員会におい

ては、原案に対する市民意見の結果と策定委員会部会における計画検討のご報告をさせていた

だいたところであります。その後、１月２１日は同計画策定委員会において、市民意見への市

の考え方の公表および本計画（最終案）の検討を行いました。策定委員会では、文言修正等に

関する意見、イラストや写真を入れてわかりやすくすることなどの意見をいただき、計画（案）

を修正し、本日、最終案として協議資料を提出させていただきました。

市民意見に対する市の考え方につきましては、１枚ものの資料にまとめてございますので、

そちらをご覧ください。

市民意見に対する市の考え方につきましては、計画案に、何がしかの対応が取り組みとして

網羅されていることから、策定委員会において「修正なし」とのご意見でまとまりました。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

新たにパブリック・コメントの内容が入ったということで議論されたということですね。

 よろしいですか。
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 それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、第四次青梅市子ども読書活動推進計画につ

いて、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 時間が押してまいりまして、この後、追加の議案等があるのですが、これ

については次回２月１３日の臨時会で行いたいと思います。

なお、それ以前にどうしても施行する必要がある場合には、恐縮ですが、教育長専決処分と

して報告という形で対応させていただきたいと思います。

先ほどの協議事項１の教育委員会処務規則、２の教育委員会事案決定規程、６の学校給食セ

ンター条例施行規則、９の文化交流センター条例の施行期日を定めること、この４つが議案審

議事項ですので、次回とさせていただきたいと思います。

次に、前回等の報告事項ですが、これについても次回とさせていただきたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程等について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、机上にお配りいたしました今後の日程についてご説明申

し上げます。

本日午後２時から、総合体育館におきまして、小学校教育研究発表会が開催されます。

２月１３日（水）午後１時３０分から、第１２回教育委員会臨時会をこの会議室で開催いた

します。

また、２月１６日（土）には、青梅マラソン大会の開会式を、午後１時から総合体育館の第

１スポーツホールで開催されます。本番のマラソン大会は２月１７日（日）、１０キロの部が午

前９時３０分スタート、３０キロの部が１１時３０分スタートですが、これとは別にジュニア

の部がそれぞれ１０時、１０時１５分、１０時３０分、正午、学年別にスタートの予定でござ

います。スターター等、事前にご相談させていただいたと思いますが、ぜひよろしくお願いい

たします。

それから、３１年度の１年間の教育委員会学校訪問の事業日程を机上にお配りしてございま

す。こちらの方もご覧いただければと思います。よろしくお願いをいたします。

報告は以上です。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【委員（大野）】 １点よろしいですか。

半分私ごとなんですが、来週になりますが、青梅第三中学校の研究発表会が予定されていま

す。第三中学校の川窪先生に頼まれて、この１年間、何回かにわたって第三中学校の校内研修

にお付き合いをしてきました。中学校はなかなか教科が、小学校のように全科で皆が共通して

いるわけではないので、指導方法などについて校内研究がなかなか深まらない状況できている
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わけです。しかしながら、全ての教科で共通することはたくさんありますので、そういう意味

で研究授業を繰り返して入れながら、第三中学校の全員がいい指導をできるようにということ

で研究してきております。

何か第三中学校を代表して言っているみたいな感じになってきましたけれども。なかなか充

実し切れてない面があるかもしれませんけれども、校内で教科をまたがって研究授業を今まで

やってこなかった状況の中で一生懸命やってきていますので、ぜひ見て応援してほしいと思い

ます。また気がついたことがありましたら、ぜひ私とか校長先生とかお話しいただけたらと思

います。

研究授業にお付き合いしますと、かなりお互いに厳しい意見も出たり、授業者の指導案につ

いては事前に組織として何回もみんなで検討していくというふうな充実した取り組みをしてき

ております。

発表会の一番最後に私に話せということなんですけど、どこまで皆さんに伝えられるような

ことが話せるかわかりませんけど、半分楽しみに、大野が何言うのだろうというつもりで、ま

たお聞きいただければと思います。

すみません、ありがとうございました。

【教育長（岡田）】 ２月８日、楽しみにしております。よろしくお願いします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。大変お疲れさ

までした。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後０時３７分 閉会

青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長   
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